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お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
竜北東小学校・宮原小学校　宿泊通学 1日目竜北東小学校・宮原小学校　宿泊通学 1日目

▲スパイダーネット ▲宇宙船地球号

▲さぁ、まき割りだ !! ▲夕食作り

　平成26年度宿泊通学は竜北東小学校より始まりました。竜北東小学校は8月27日から29日まで、宮原小学校は9月
3日から5日までの2泊3日でしたが、残暑厳しい中の活動となりました。
　龍神橋から大きい荷物を背負い、屋敷へと続く坂道を上ってくる際は、みんな息を切らせながら上がってきました
が、屋敷を見ると疲れも無くなり、「何するの？」という質問が飛び交っていました。
　スタッフの自己紹介が終わり活動開始です。鉈を初めて使う子どもたちも、包丁を初めて使う子どもたちも、しっか
りと注意事項を聞き、恐る恐る自分たちに与えられた仕事を始めました。特に間違った使い方は重要な説明で、お互
いに注意しながら進めているうちに、子どもたちの順応性の良さが見えてきました。また、お互いに応援しあい、励ま
しながらテンポよく作業をする姿はほほ笑ましく、そして力強く感じました。

竜北東小学校・宮原小学校　宿泊通学 2日目竜北東小学校・宮原小学校　宿泊通学 2日目
　2日目は朝6時に起床しラジオ体操、目を覚ました後は施設の掃除を行い、朝食後は学校に行くリーダー（高校生）
をお見送りしてから、里地屋敷の活動を行いました。
　1時間ほど本結びや、もやい結びなどのロープワークを行い、みんなで知恵を絞りながら、課題の結び方をクリアし
ていました。その後は竜北東小学校がスパイダーネット、宮原小学校は雨天のため室内で宇宙船地球号という遊びを
しました。どちらも自主性、協調性を試すゲームです。自分勝手な考えではクリアすることができないこの両ゲーム
は、非常に盛り上がりました。スパイダーネットは、縦横無尽に張り巡らせたひもをクモの巣に見立て、ひもに当たら
ないように、全員が反対側に移動することができればクリアとなり、宇宙船地球号はひもで作った円にメンバー全員
が入り、5秒間その状態をキープすることができればクリアとなります。
　一人一人が手順を確認・実践し、みんなが一人のために協力をすることが鍵となります。何度も失敗しながら、最後
は全ての班がクリアすることができました。この２泊３日で両校の子どもたちは、さまざまなことを学んでもらったと
思います。今と昔の生活の違い、便利な裏にあった苦労などは、実際に体験しないと分からなかったと思います。文明

　まき割では、なぜきれいに真っすぐ
割れないのか悩んでいる子どもたち
に、まき材の節の説明をすると、眼を
丸くして「へぇー」「なるほど」と感想
が出ていました。
　火起こしもマッチを使い新聞紙に
火を着けようとして消えてしまったり
と初めて尽くしの子どもたちは、楽し
みながら学んでいたように思えます。

のありがたさを、かみしめると同時
に、災害などが多くなってきた今日こ
の頃ですが、一昔前の知識や技術が、
いざというときに大事になってくると
いうことと、みんなで協力してさまざ
まなことに挑戦し、クリアしたという
ことを、少しでも覚えておいてもらえ
ればと思います。

平成26年度 里山フェスタ平成26年度 里山フェスタ
11月23日（日）に今年も里山フェスタを行います。
さまざまな出展もございますので皆さま奮ってご参加ください。

バンド演奏・木工クラフト・自然観察会・軽食など
【出展内容（予定）】


